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iiiill 用和堂文庫は加賀藩士渡辺氏が名付けた家蔵の書籍と古記録である。渡辺氏の由緒をたどれば禄高百石、享保年間から藩末までの礼法指南の家柄である。初代次左衛門は軍学や古実に造詣があったので藩主に見出され、藩学校の礼法師範となった。二代喜内は騎馬稽古や初代同様学校で礼法を講じたが、十二代藩主斉広の女厚姫の婚礼には礼法主附となっている。又表納戸奉行をも務めた。一一一代佐太夫が嘉永一一一年礼式皆伝の証を小笠原家から与えられた折、文書中に親子三代に亘る門弟であることが記されているので、この礼法とは小笠原流であり、その正統を藩に移したものである。小笠原流礼法であるから、流鏑馬、犬迫物笠懸等の資料が多々見られ、室町時代から小笠原長時が伝えた礼書の写本に「他見不可有之者也」と奥書きしたものが同家から次左衛 lil 文庫案内（五）〔用和堂文庫〕図書館特別講座聴講生数（46年度前期）計量経済学入門講座法文教育理医薬工その他３１２１’ 、２２３１ ２１ 年年年年１２３４ 計１０３０３２１総計１９古典セミ内村鑑三の思想と生涯法文教育理医薬工その他 門に数段く与えられている。例えば「弓之普」「弓心当之大事」「式正騎馬之書」「蛾〃秘書」「膳部方之書」「陶器令」「射術用〃」「女礼集」等二七部六二冊があり、次に佐太夫に与えられたものに「糾方礼誼抄」「射礼之書」「射術要決伝書」等六部一二冊が数えられる。又直伝には「引目秘録」四冊「当家鴨弦之大事」一巻は特に渡辺家に丁重に取扱われ、桐箱に入った美腿な金欄装訂の秘書には今も目を見はらせられる。この文庫は現在は本学の所有に帰しているが、直系に当る寄贈者渡辺篤氏は大正十二年頃は四高の学生であり、如何なるいき苫っか京都大学より先考の蔵書を所望されたので、国史の数授に見てもらったところ、その大部分の資料が貴重なものであり、手の切れる様な清浄さに驚き県外に拝出す事の非を諭し、郷土の文化財として本校に誼くことか肢６適切ではないかと勧めたので、同教授にすべての処置を依頼したとのことである。寄贈者はその後、理学博士東京大学肥川微生物研究所数授になり、ある年本学図譜雌を訪れ、四十数年前母校に蝿した先祖の文噸をなつかしげにカメラに収めた。（Ｆ）年年年１２３ ２２２１５短大１１１３菫鳶；病院２１ ２ 見通しがたっておらず、アメリカ雑誌は、かなり遅れて到着するものと思われますので、ご諒承ください。 計、３３２３２ 電子計，に機入F1講座 ６総計2６１８ 噺糺弾Ⅲし鞘刷ｕＭ・叩哩４釦鵡４Ｊ 法文教育理医薬工その他１２３５２０ １５１３ １１１５ ３５３４ 年年年年１２３４ Ｉ 計 ６ ２ 1４１０ ２総Iｉｌ６６3２ …蝿,關
